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5・7・5に乗せて
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て
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大
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五
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親
父
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に
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っ
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建
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お
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い
背
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い
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雅
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杯
我
が
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を
守
る
米
袋

兵
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チ
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カ

豊
作
で
う
れ
し
い
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熊
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眞

た
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忍
び
ぐ
ち
を
袋
に
つ
め
る
母

中
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英
雄

人
と
い
う
字
に
な
っ
て
支
え
る
老
夫
婦

山
本　
　

節

そ
の
昔
の
地
位
を
い
ま
だ
に
鼻
に
か
け

川
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忠
昭

農
繁
期
収
穫
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頼
も
し
い

宇
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忍

ひ
よ
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川
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会

解
説
・
等
妙
寺
縁
起
と
鬼
北
の「
お
に
」伝
説
④

　

当
地
が
「
鬼
北
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
は
、
鬼
北
町
南
西
部
に
そ
び
え

る
鬼
ヶ
城
山
系
に
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
鬼
ヶ

城
」
は
鬼
王
・
段
三
郎
が
大
岩
を
引
き
寄
せ
て
造
っ
た
城
と
も
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
伝
説
上
の
鬼
王
・
段
三
郎
は
、
私
た
ち
が
鬼
と
聞
い
て
イ

メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
剛
力
無
双
な
大
男
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
伝
説
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

【
伝
説
１
】
曽
我
兄
弟
が
父
の
仇
を
討
っ
た
後
、
身
を
隠
す
と
こ
ろ
が

な
か
っ
た
た
め
に
、
鬼
王
と
五
郎
の
主
従
は
鬼
王
の
故
郷
で
あ
る
目
黒

（
松
野
町
目
黒
）
に
落
ち
延
び
た
。
鬼
王
・
段
三
郎
が
大
岩
を
引
き
寄

せ
て
城
郭
を
造
り
、鬼
王
主
従
が
立
て
こ
も
っ
た
こ
と
か
ら
「
鬼
ヶ
城
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
地
踏
査
に
よ
っ
て
、
現
在
の

古
鬼
ヶ
城
と
郭
公
岳
の
間
の
稜
線
上
に
は
実
際
に
「
鬼
王
の
手
形
石
」

な
る
岩
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。

【
伝
説
２
】
等
妙
寺
の
開
山
僧
、
理
玉
和
尚
が
等
妙
寺
建
立
に
適
し
た

場
所
を
探
し
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
鬼
王
・
段
三
郎
と
名
乗
る
、
身
長

１
８
０
㎝
以
上
の
大
男
が
突
然
現
れ
、
約
５
０
０
㎏
の
大
岩
を
軽
々
と

投
げ
飛
ば
し
、
寺
院
建
立
の
適
地
を
示
し
た
と
伝
わ
る
。
こ
の
大
岩
は

「
ひ
き
の
岩
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は
旧
境
内
の
入
口
付
近
に
あ
っ
た

と
い
う
。

【
伝
説
３
】
鬼
ヶ
城
山
系
の
「
正
連
寺
駄
場
」
と
い
う
地
点
に
あ
る
「
タ

モ
ト
岩
」
と
呼
ば
れ
る
大
岩
は
、
鬼
王
の
懐
か
ら
落
ち
た
と
伝
わ
る
。

【
伝
説
４
】
滑
床
渓
谷
に
「
鼓
岩
」
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
岩
が
あ
る
が
、

曽
我
兄
弟
や
鬼
王
・
段
三
郎
が
力
試
し
で
こ
の
岩
を
動
か
し
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。

▲正連寺駄場という地点にある
　「タモト岩」

▲古鬼ヶ城と郭公岳の間の
　稜線上にある「鬼王の手形石」
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